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1990 年代の前半に、最初の高輝度第三世代光源としてアメリカの ALS が稼働を始め、

そこでは分解能を始めとした軟 X 線の質は飛躍的に向上した。日本国内では(本来は硬

Ｘ線向きの光源である)SPring-8 において、90 年代後半から高輝度軟Ｘ線の利用が始ま

り、一時は軟 X 線領域においても世界最先端の測定環境をユーザーに提供してきた[1]。
ところが、その後の 20 年程の間に世界各地で２～３GeV クラスの中型高輝度光源が次々

と稼働を始めたことにより、我が国の軟Ｘ線領域の研究環境は、これらの諸外国と比較

して大きく水をあけられることとなった[2]。 
2018 年 7 月 3 日、文部科学省が東北大学青葉山新キャンパス（宮城県仙台市）に次世

代型放射光施設を建設する方針を発表し、国内でも中型高輝度光源の建設が動き始めた。

数年後には、既設の国内施設と比較して圧倒的に高輝度の真空紫外・軟 X 線が利用可能

となることが期待されるとともに、これを契機として、国内の各施設において計画され

ている次期計画などもまた、新たな進展が始まると思われる。 
一方、光源に関する情勢の変化に加えて、軟 X 線を用いる計測技術や利用分野も多様

化し、この 20 年で大きく変化してきた[3]。従来主流であった高分解能分光に加え、顕

微測定を融合した顕微分光測定も今では一般的となり、さらに、散乱・回折やコヒーレ

ンスの利用も活発化している。また、試料環境制御技術が大きく進展したことにより、

軟X線分野においても実環境・実試料を対象とした利活用も大きな広がりを見せている。

このような情勢を鑑みて、多様な視点から今後何をなすべきかを考え、研究を進展させ

ていくことが必要であろう。本講演では、国内外の軟 X 線利用の状況を俯瞰し、現状を

整理するとともに、次世代光源への期待と今後の展望について議論したい。 
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